
別紙１ 北広島市

【基本情報】

【事業概要】

（第

（第

（施策 ）

【事業の計画・実績】

【評価結果・評価コメント】

372-7667

（※ 平成23年度の計画については、年度当初の計画内容を、平成24・25年度の計画について
　　は、推進計画の計画内容を記入してください。）

前 年 度
２次評価

― ―
評価区分

「拡大重点化」
「現状継続」
「見直し」
「統　合」
「休止・廃止」
「終　了」

１ 次 評 価 現状継続 　より効率的に市民の芸術文化活動に対する意欲が高まるよう取り組みを継続する。

平成２３年度 事務事業評価調書（事後評価用）
平成23年5月20日現在

計画事
業番号

272 事務事業名 文化賞等表彰事業 担当部署 教育部　文化課 電話

ソフト・ハード区分

事務区分 ■自治事務　□法定受託事務 根拠法令等 北広島市文化賞等表彰規則

事務事業開始年度 平成１０年

個別計画等〃  終了予定年度

１ 総合計画体系

2 章） 人と文化を育むまち

7 節） 芸術文化の振興

ソフト事業 会計区分 一般会計 補助単独区分 単独

1 個性豊かな地域文化の振興

新規継続区分 継続

２ 対　　象
○市内に居住している小学生以上の市民　　○市内に主な活動を有している18歳以上の方
○市内に居住又は通学している方で組織される団体

３ 目的と内容
優秀な文化活動を顕彰することにより、市民の芸術文化活動に対する意欲の向上を高める。
11月3日の文化の日に、優秀な文化活動を行う市民（成人・青少年）や団体の顕彰を行う。

４ 実施内容
　（手　　段）

2
2
年
度
ま
で

北広島市文化賞・スポーツ賞等表彰式の開催。
平成22年度実績
文化賞、文化奨励賞、文化貢献賞、青少年文化賞、青少年文化奨励賞

2
3
年
度

北広島市文化賞・スポーツ賞等表彰式の開催。
平成22年度実績
文化賞、文化奨励賞、文化貢献賞、青少年文化賞、青少年文化奨励賞
広報等で被推薦者を募り、文化振興審議会の諮問を経て教育委員会が受賞者を決定し、表彰を行う。

文化賞等表彰式 文化賞等表彰式 文化賞等表彰式 文化賞等表彰式 文化賞等表彰式

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

計画 実績 ＊計画 ＊計画 ＊計画

２ 次 評 価



【事業費の推移】

【評価指標】

①

②

③

【評価項目】

活
動
指
標

【民間活力の活用性評価】
（事業担当部局が評価）

■ 民間等での実施または市民等との協働が可能である。

□ 民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

目標値

実績値

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

（単位：千円）

決算額、当初予算額又は推進計画額 188 195 195 195

0

その他特財 188 195 195 195

地方債 0 0 0

0

道支出金 0 0 0 0

国支出金 0 0 0

③ 1人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000

一般財源

0.20 0.20

0

 ① 合　計 188 195 195 195

総事業費①＋④ 1,988 1,995 1,995 1,995

指　　　　標　　　　名 単位 平成２２年度 平成２３年度

事
　
　
業
　
　
額

直接事業費

9,000

 ④ ＝②×③ 1,800 1,800 1,800 1,800

人　件　費

② 人　数（年間） 0.20 0.20

② 目標値

平成２４年度 平成２５年度

20①応募・候補者数 目標値
件

15 20

③

20

実績値

実績値 17

実績値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

④

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

チ ェ ッ ク 項 目 評点 平成２２年度における評価　（現状と課題）

成
果
指
標

目標値

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

3
　市の文化の向上に資する目的から、市の文化の振興に貢献
した個人・団体の顕彰は、行政の関与が必要な事務である。

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏ってい
　ないか

｜　受益者負担になじまない。

評点区分 　　　３　適　　　　切　　　　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　　　　１　不　適　切

有
効
性

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

3 概ね適切であり、受賞者の作品展示などを検討する。

効
率
性

・投入した予算や人員に見合った効果が得られているか
　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

3
　スポーツ賞との合同表彰式の実施など、式典運営の見直し
を図り、効率的に行なっている。

【 法律で実施が義務付けられている事務事業か 】 □　法律の義務付けあり ■　法律の義務付けなし



別紙１ 北広島市

【基本情報】

【事業概要】

（第

（第

（施策 ）

【事業の計画・実績】

【評価結果・評価コメント】

２ 次 評 価

実績 ＊計画 ＊計画 ＊計画

○文化団体振興事業補助
金
　
○音楽団体振興補助金
　

○文化団体振興事業補助
金
　　　　　　　294千円
○音楽団体振興補助金
　　　　　　　357千円

○文化団体振興事業補
助金　290千円
○音楽団体振興補助金
　　　350千円

○文化団体振興事業補
助金
○音楽団体振興補助金

○文化団体振興事業補
助金
○音楽団体振興補助金

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

計画

２ 対　　象 　北広島市文化連盟、北広島音楽協会

３ 目的と内容
　市内の芸術文化の発展のため、市民の芸術文化活動の支援を目的とする。
　市内の文化団体を統括する北広島市文化連盟、音楽団体を統括する北広島音楽協会に補助金を交付する。

４ 実施内容
　（手　　段）

2
2
年
度
ま
で

北広島市文化連盟及び北広島音楽協会に補助金を交付。
　○文化団体振興事業補助金　　　　２９４，０００　円
　○音楽団体振興補助金　　　　　　　３５７，０００　円
　　　　団体相互の連絡調整・課題協議
　　　　主催事業の開催
　　　　研修会
　　　　会報の発行　など

2
3
年
度

北広島市文化連盟及び北広島音楽協会に補助金を交付する。
　○文化団体振興事業補助金　　　　２９０，０００　円
　○音楽団体振興補助金　　　　　　　３５０，０００　円
　　　　団体相互の連絡調整・課題協議
　　　　主催事業の開催
　　　　研修会
　　　　会報の発行　など

ソフト事業 会計区分 一般会計 補助単独区分 単独

1 個性豊かな地域文化の振興

新規継続区分 継続

１ 総合計画体系

2 章） 人と文化を育むまち

7 節） 芸術文化の振興

ソフト・ハード区分

事務区分 ■自治事務　□法定受託事務 根拠法令等
北広島市教育関係団体補助金等交付要綱、北広島市文化連盟補助金交付
要綱、北広島市音楽協会補助金交付要綱

事務事業開始年度 昭和52年

個別計画等〃  終了予定年度

平成２３年度 事務事業評価調書（事後評価用）
平成23年5月20日現在

計画事
業番号

273 事務事業名 文化団体活動支援事業 担当部署 教育部　文化課 電話 372-7667

現状継続 　市内の継続した芸術文化振興には必要である。

（※ 平成23年度の計画については、年度当初の計画内容を、平成24・25年度の計画について
　　は、推進計画の計画内容を記入してください。）

前 年 度
２次評価

現状継続 　補助団体が固定されており、自主活動に移行するよう検討すること。
評価区分

「拡大重点化」
「現状継続」
「見直し」
「統　合」
「休止・廃止」
「終　了」

１ 次 評 価



【事業費の推移】

【評価指標】

①

②

③

【評価項目】

【 法律で実施が義務付けられている事務事業か 】 □　法律の義務付けあり ■　法律の義務付けなし

有
効
性

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

3

　文化連盟は加盟団体の育成・交流が図られ市民の事業への
参加も相当数あること、音楽協会は市内の若手音楽家の育成
に力を入れており成果が得られていることから、手段として有効
である。

効
率
性

・投入した予算や人員に見合った効果が得られているか
　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

3
　芸術文化に関する全市的な連絡調整や活動が主体的に実施
されており、効率性が高い

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏ってい
　ないか

3
　文化連盟も音楽協会も、全市的な自主事業を展開するなどし
て、市民に参加機会を提供している。

評点区分 　　　３　適　　　　切　　　　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　　　　１　不　適　切

目標値

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

3

　北広島市文化連盟は市内の文化団体によって構成される市
唯一の連合組織であり、北広島音楽協会もまた市内の音楽団
体で構成する主な連合組織である。両団体は市の芸術文化活
動の振興を図る上で不可欠であり、行政の支援は妥当である。

【指標の定義（算式等）】 実績値

チ ェ ッ ク 項 目 評点 平成２２年度における評価　（現状と課題）

成
果
指
標

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

実績値 3

目標値
回

4

実績値 9

4③会報発行回数 4 4

9

750 750

実績値 650

①実施事業件数 目標値
件

9 9

0.100 0.100

②事業参加数 目標値
人

700 700

平成２４年度 平成２５年度

9

事
　
　
業
　
　
額

直接事業費

9,000

 ④ ＝②×③ 900 900 900 900

人　件　費

② 人　数（年間）

総事業費①＋④ 1,551 1,540 1,540 1,540

指　　　　標　　　　名 単位 平成２２年度 平成２３年度

640

 ① 合　計 651 640 640 640

③ 1人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000

一般財源 651 640 640

0.100 0.100

0

道支出金 0 0 0 0

国支出金 0 0 0

0

その他特財 0 0 0 0

地方債 0 0 0

決算額、当初予算額又は推進計画額 651 640 640 640

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

（単位：千円）

【民間活力の活用性評価】
（事業担当部局が評価）

□ 民間等での実施または市民等との協働が可能である。

■ 民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

④ 目標値

実績値

活
動
指
標



％ ％ ％

％ ％ ％

別紙 ２ 付　　　　　表

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書

計画事業番号 ２７３－１ ＜継続用＞

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 北広島市文化団体振興事業補助金

交付先の名称
及び代表者名

北広島市文化連盟　会長　冨田忠行 設立年 昭和４８年

 構成員(団体)数 ５１加盟団体 （23年3月末現在）

 交付先団体等の
 活動目的

各地区における文化団体と密接な連携のもとに、北広島市の文化の振興を図り、自主的な文化活
動を促進し、情操豊かな文化都市の実現に寄与することを目的とする。

 交付先団体等の
 活動内容

・管内文化事業の運営と参加（道民芸術祭、石狩管内郷土芸術祭）
・市民総合文化祭及び各地区文化祭の運営と参加
・会報誌の発行（会報「北広島文化」）
・加盟団体との連絡調整、各団体の活動支援　など

事務局の状況
（22年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金等の充当
状況（22年度）

□運営費のみに充当 ■事業費のみに充当 □運営費・事業費の双方に充当

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 ２１年度 (決算) ２２年度 (決算) ２３年度 (予算)

収　　入

本市補助･交付金の額（Ａ） 294 294 290

会費・自己資金 383 62 63

雑収入 0 0 0

繰越金 207 217 215

収　入　合　計 （Ｂ） 884 573 568

支　　出

報償費 226 21 30

旅費 33 43 60

消耗品費 93 75 100

印刷製本費 73 64 100

役務費・使用料 7 18 40

振興費 150 100 100

会議費 80 37 70

その他 5 0 68 慶弔費・予備費

支　出　合　計 （Ｃ） 667 358 568

繰 越 金 収入（Ｂ）－ 支出（Ｃ） 217 215 0

 全体支出に対する本市
 補助・交付金の割合 （Ａ）÷（Ｃ）

44 82 51

 補助・交付金の対象経費
 （項目）

全ての経費（慶弔

費・予備費除く）

全ての経費（慶弔

費・予備費除く）

全ての経費（慶弔

費・予備費除く）

 補助・交付金の対象経費
 （金額）

（Ｄ） 662 358 500

補助・交付金の算出根拠 定額

 対象経費に対する補助
 または交付金の割合

（Ａ）÷（Ｄ） 44 82 58



％ ％ ％

％ ％ ％

補助・交付金の算出根拠 定額

 対象経費に対する補助
 または交付金の割合

（Ａ）÷（Ｄ） 37 44 39

 補助・交付金の対象経費
 （項目）

全ての経費（渉外

費・予備費を除く）

全ての経費（渉外

費・予備費を除く）

全ての経費（渉外

費・予備費を除く）

 補助・交付金の対象経費
 （金額）

（Ｄ） 959 819 900

 全体支出に対する本市
 補助・交付金の割合 （Ａ）÷（Ｃ）

36 43 39

支　出　合　計 （Ｃ） 984 826 906

繰 越 金 収入（Ｂ）－ 支出（Ｃ） 51 53 0

予備費 0 7 6

備品購入費 0 8 5

渉外費 25 0 5

通信費 2 2 5

印刷製本費 1 9 10

事業費 938 761 850

会議・事務費 18 39 25

繰越金 89 51 54

収　入　合　計 （Ｂ） 1,035 879 906

事業収入 231 147 187

雑収入 77 8 0

本市補助･交付金の額（Ａ） 357 357 350

会費 281 316 315

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 ２１年度 (決算) ２２年度 (決算) ２３年度 (予算)

事務局の状況
（22年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金等の充当
状況（22年度）

□運営費のみに充当 ■事業費のみに充当 □運営費・事業費の双方に充当

 構成員(団体)数 賛助会員６名・個人会員１９０名 （23年3月末現在）

 交付先団体等の
 活動目的

音楽と通して北広島市における音楽文化の高揚を図るとともに、会員相互の連携と親睦に努める
こととを目的とする。

 交付先団体等の
 活動内容

・若手演奏家によるコンサート（アーティストコンサート）、エルフィン音楽祭の開催
・研修会の開催
・会報の発行
・加入団体への後援事業　など

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 北広島市音楽団体振興事業補助金

交付先の名称
及び代表者名

北広島音楽協会　会長　岡元眞理子 設立年 平成３年

収　　入

支　　出

別紙 ２ 付　　　　　表

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書

計画事業番号 ２７３－２ ＜継続用＞



別紙１ 北広島市

【基本情報】

【事業概要】

（第

（第

（施策 ）

【事業の計画・実績】

【評価結果・評価コメント】

（※ 平成23年度の計画については、年度当初の計画内容を、平成24・25年度の計画について
　　は、推進計画の計画内容を記入してください。）

　現状継続とする。
評価区分

「拡大重点化」
「現状継続」
「見直し」
「統　合」
「休止・廃止」
「終　了」

１ 次 評 価 現状継続 　全市的な事業であり必要である。

２ 次 評 価

○市民総合文化祭
180千円
○地区文化祭
500千円

○市民総合文化祭
○地区文化祭

○市民総合文化祭
○地区文化祭

前 年 度
２次評価

現状継続

計画 実績 ＊計画 ＊計画 ＊計画

○市民総合文化祭
185千円
○地区文化祭
538千円（東部・西部・大曲・
西の里）

○市民総合文化祭
185千円
○地区文化祭
538千円（東部・西部・大曲・
西の里）

４ 実施内容
　（手　　段）

2
2
年
度
ま
で

市民総合文化祭及び地区文化祭に補助金を交付。
　○市民総合文化祭　　　　　　１８５，０００円
　○地区文化祭　　　　　　　　　５３８，０００円（東部・西部・大曲・西の里）

2
3
年
度

市民総合文化祭及び地区文化祭に補助金を交付する。
　○市民総合文化祭　　　　　　１８０，０００円
　○地区文化祭　　　　　　　　　５００，０００円（東部・西部・大曲・西の里）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

２ 対　　象 　北広島市民総合文化祭実行委員会

３ 目的と内容
　市内の芸術文化の発展のため、市民の芸術文化活動の支援を目的とする。
　市民の芸術文化活動の発表の場を提供している市民総合文化祭、地区文化祭に補助金を交付する。

単独

1 個性豊かな地域文化の振興

新規継続区分 継続

１ 総合計画体系

2 章） 人と文化を育むまち

7 節） 芸術文化の振興

ソフト・ハード区分

〃  終了予定年度

ソフト事業 会計区分 一般会計 補助単独区分

電話 372-7667

事務区分 ■自治事務　□法定受託事務 根拠法令等
北広島市教育関係団体補助金交付要綱、北広島市民総合文化祭実行委員
会補助金交付要綱

事務事業開始年度 昭和51年

個別計画等

平成２３年度 事務事業評価調書（事後評価用）
平成23年5月20日現在

計画事
業番号

274 事務事業名 市民文化祭奨励事業 担当部署 教育部　文化課



【事業費の推移】

【評価指標】

①

②

③

【評価項目】

活
動
指
標

【民間活力の活用性評価】
（事業担当部局が評価）

□ 民間等での実施または市民等との協働が可能である。

■ 民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

990 990 990 1,000

実績値 850

120

実績値 136

【 法律で実施が義務付けられている事務事業か 】 □　法律の義務付けあり ■　法律の義務付けなし

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏ってい
　ないか

3

まちのシンボルとも言える芸術文化ホールでの総合文化祭、市
内４地区で活動の拠点で地域のコミュニケーションを図りながら
実施する地区文化祭は、十分市全域にわたって利点を備えた
事業となっている。

評点区分 　　　３　適　　　　切　　　　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　　　　１　不　適　切

有
効
性

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

3

　多くの市民に、文化活動の成果を発表する機会を提供してお
り、また、文化活動へのきっかけを市民にもたらす場ともなって
いる。地区文化祭では地域や学校との連携も図られている。

効
率
性

・投入した予算や人員に見合った効果が得られているか
　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

3

　総合文化祭と市内４地区文化祭で7,500人もの市民が出典・出
演・鑑賞等さまざまな形で市内の文化に触れていることから、効
果的に実施していると言える。

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

3

　市民の文化活動の発表機会として、市の文化に多いに寄与し
ている。また、地区文化祭は各地区において最も身近な文化活
動の発表機会となっており、文化の裾野を広げる役割を担う。市
の文化振興を進めていく上で、支援は妥当である。

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

チ ェ ッ ク 項 目 評点 平成２２年度における評価　（現状と課題）

成
果
指
標

事業参加者総数 目標値
人

9,800 9,800

③舞台部門発表数 目標値 団
体

95 105

④舞台部門出演者数 目標値
人

9,900 10,000

【指標の定義（算式等）】 実績値 7,500

2,550

110

平成２４年度

2,500②展示部門出展数 目標値
点

2,400 2,500

実績値 2,000

1,580

平成２５年度

①展示部門参加者数 目標値
人

170 170

事
　
　
業
　
　
額

170 180

人　件　費

② 人　数（年間） 0.100

実績値 150

総事業費①＋④ 1,623

 ④ ＝②×③

1,580

900 900 900 900

指　　　　標　　　　名 単位 平成２２年度 平成２３年度

1,580

0.100 0.100 0.100

③ 1人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000 9,000

一般財源 723 680 680 680

 ① 合　計 723 680 680 680

0

その他特財 0 0 0 0

地方債 0 0 0

0 0

国支出金 0 0 0

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

0

直接事業費

道支出金 0 0

決算額、当初予算額又は推進計画額 723 680 680 680

（単位：千円）



％ ％ ％

％ ％ ％

補助・交付金の算出根拠 定額

 対象経費に対する補助
 または交付金の割合

（Ａ）÷（Ｄ） 39 45 32

 補助・交付金の対象経費
 （項目）

全ての経費
（事業費）

全ての経費
（事業費）

全ての経費
（事業費）

※繰越金は除く

 補助・交付金の対象経費
 （金額）

（Ｄ） 472 414 560

 全体支出に対する本市
 補助・交付金の割合 （Ａ）÷（Ｃ）

39 45 32

支　出　合　計 （Ｃ） 472 414 560

繰 越 金 収入（Ｂ）－ 支出（Ｃ） 93 120 0

役務費 11 10 20

使用料及び賃借料 10 0 15

印刷製本費 98 73 120

支　　出

報償費 5 23 25

消耗品費 348 308 380

繰越金 0 93 120

収　入　合　計 （Ｂ） 565 534 560

雑収入 83 23 0

事業収入 30 0 30

収　　入

本市補助･交付金の額（Ａ） 185 185 180

自己負担金 267 233 230

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 ２１年度 (決算) ２２年度 (決算) ２３年度 (予算)

事務局の状況
（22年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金等の充当
状況（22年度）

□運営費のみに充当 ■事業費のみに充当 □運営費・事業費の双方に充当

 構成員(団体)数 ５１団体ほか参加市民 （23年3月末現在）

 交付先団体等の
 活動目的

市内文化団体や個人、各地区文化祭実行委員会との連携のもとに市民総合文化祭を開催し、文化
活動を通じて北広島市の心豊かな個性ある文化都市の実現に寄与することを目的とする。

 交付先団体等の
 活動内容

北広島市民総合文化祭の開催（毎年１１月３日文化の日を含む数日間）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 北広島市民総合文化祭事業補助金

交付先の名称
及び代表者名

北広島市民総合文化祭実行委員会　実行委員長　冨田忠行 設立年 昭和４８年

別紙 ２ 付　　　　　表

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書

計画事業番号 274-1 ＜継続用＞



％ ％ ％

％ ％ ％

補助・交付金の算出根拠 定額

 対象経費に対する補助
 または交付金の割合

（Ａ）÷（Ｄ） 69 68 54

 補助・交付金の対象経費
 （項目）

全ての経費
（事業費）

全ての経費
（事業費）

全ての経費
（事業費）

 補助・交付金の対象経費
 （金額）

（Ｄ） 781 796 930

 全体支出に対する本市
 補助・交付金の割合 （Ａ）÷（Ｃ）

52 61 51

支　出　合　計 （Ｃ） 1,028 876 986

繰 越 金 収入（Ｂ）－ 支出（Ｃ） 78 126 0

食糧費 205 56 50

雑費 42 24 6

役務費 57 52 70

使用料及び賃借料 103 114 120

印刷製本費 92 99 120

支　　出

報償費 330 326 350

消耗品費 199 205 270

繰越金 114 78 126

収　入　合　計 （Ｂ） 1,106 1,002 986

雑収入 65 45 30

事業収入 263 247 250

収　　入

本市補助･交付金の額（Ａ） 538 538 500

自己負担金 126 94 80

【交付先団体等の決算･予算の状況】 （単位：千円）

区　　　　分 ２１年度 (決算) ２２年度 (決算) ２３年度 (予算)

事務局の状況
（22年度）

■補助団体にある □市役所にある

補助金等の充当
状況（22年度）

□運営費のみに充当 ■事業費のみに充当 □運営費・事業費の双方に充当

 構成員(団体)数 ５１団体ほか参加市民 （23年3月末現在）

 交付先団体等の
 活動目的

市内文化団体や個人、各地区文化祭実行委員会との連携のもとに各地区文化祭を開催し、文化活
動と通じて、北広島市の情操豊かな文化都市の実現に貢献することを目的とする。

 交付先団体等の
 活動内容

北広島市民総合文化祭「各地区文化祭」の開催
※東部地区（例年９月開催）
※西部地区（例年１０月開催）
※大曲地区（例年１０月開催）
※西の里地区（例年１０月開催）

【交付先団体等の概要】

補助金･交付金名 地区文化祭事業補助金

交付先の名称
及び代表者名

北広島市民総合文化祭実行委員会　実行委員長　冨田忠行 設立年 昭和４８年

別紙 ２ 付　　　　　表

補助金･交付金 交付先団体等の状況説明書

計画事業番号 274-2 ＜継続用＞



別紙１ 北広島市

【基本情報】

【事業概要】

（第

（第

（施策 ）

【事業の計画・実績】

【評価結果・評価コメント】

評価区分

１ 次 評 価 現状継続 　今後も計画的な修繕が必要である。

２ 次 評 価

・文化施設非常用電源装
置修繕
・吸収式修繕冷温水発生
機修繕
・舞台吊物機構（側面反射
板）ワイヤーロープ交換修
繕等

・文化施設非常用電源装
置修繕
・吸収式修繕冷温水発生
機修繕
・舞台吊物機構（側面反射
板）ワイヤーロープ交換修
繕等

・空調設備機器分解整
備
・舞台吊物制御盤、操作
盤内電子部品交換修繕

・図書館テラス修繕
・電波障害設備撤去
・舞台音響設備増幅器
部品交換

（※ 平成23年度の計画については、年度当初の計画内容を、平成24・25年度の計画について
　　は、推進計画の計画内容を記入してください。）

前 年 度
２次評価

― ―

・温水ボイラー分解整備
・文化設備防水シート等
修繕

「拡大重点化」
「現状継続」
「見直し」
「統　合」
「休止・廃止」
「終　了」

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

計画 実績 ※計画 ※計画 ※計画

ソフト・ハード区分

２ 対　　象 　文化施設（芸術文化ホール・図書館）の建物本体及び設備

３ 目的と内容
　文化施設（芸術文化ホール・図書館）の機能維持を図るため、保守点検等で不具合が確認された設備や箇所を
修繕する。

４ 実施内容
　（手　　段）

2
2
年
度
ま
で

・文化施設非常用電源装置修繕
・吸収式修繕冷温水発生機修繕
・舞台吊物機構（側面反射板）ワイヤーロープ交換修繕等

2
3
年
度

・空調設備機器分解整備
・舞台吊物制御盤、操作盤内電子部品交換修繕

１ 総合計画体系

2 章） 人と文化を育むまち

7 節） 芸術文化の振興

ハード事業 会計区分 一般会計 補助単独区分 単独

1 個性豊かな地域文化の振興

新規継続区分 継続

事務区分 ■自治事務　□法定受託事務 根拠法令等

事務事業開始年度 平成10年

個別計画等〃  終了予定年度

平成２３年度 事務事業評価調書（事後評価用）
平成23年5月20日現在

計画事
業番号

278 事務事業名 文化施設修繕事業 担当部署 教育部　文化課 電話 373-7667



【事業費の推移】

【評価指標】

①

②

③

【評価項目】

吸収式修繕冷温水
発生機修繕

舞台吊物機構（側面反
射板）ワイヤーロープ
交換修繕

空調設備機器分解整
備

舞台吊物制御盤、操作
盤内電子部品交換修
繕

図書館テラス修繕

電波障害設備撤去

舞台音響設備増幅
器部品交換

（単位：千円）

活
動
指
標

③主な修繕箇所

民間等での実施または市民等との協働の可能性はない。

④ 目標値

【民間活力の活用性評価】
（事業担当部局が評価）

□

効
率
性

・投入した予算や人員に見合った効果が得られているか
　（費用対効果の度合）
・効率的な方法で実施しているか
　（同じ経費でもっと効率的な方法はないか）

【 法律で実施が義務付けられている事務事業か 】 □　法律の義務付けあり ■　法律の義務付けなし

有
効
性

・成果指標値から見て､目標の達成度はどの程度か
　（達成度合）
・目的を達成するための手段(実施方法)は有効か
　（手段有効度合）

3
今後も経年変化による劣化の影響が大きくなるものと見込ま
れるが、設備毎の耐用年数や定期点検により効率的で計画
的な整備や補修を進めていく。

3
修繕事業の推進にあったては、原材料や交換製品の選択時
に環境面・省エネや効率性に留意している。

公
平
性

・受益者負担は適正か
・当該事業による利益が、特定の個人や団体に偏ってい
　ないか

－ 受益者負担になじまない。

評点区分 　　　３　適　　　　切　　　　　　　　　　　２　改善の余地がある　　　　　　　　　　　１　不　適　切

民間等での実施または市民等との協働が可能である。

■

妥
当
性

・市民や社会の要求に合致しているか
・上位施策を達成するために必要な事務事業か
　（目的妥当性の度合）
・行政が関与しなければならない事務事業か
　（公共性・公益性の度合）

3

　文化施設（芸術文化ホール及び図書館）は設置後13年にな
るため、建物本体及び付帯設備に経年変化による影響が出
始めている。このため、冷温水ボイラーや非常用電源装置等
の必要な修繕を実施した。今後も施設の延命化図るため計画
的な修繕の実施は妥当である。

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

目標値

【指標の定義（算式等）】 実績値

実績値

チ ェ ッ ク 項 目 評点 平成２２年度における評価　（現状と課題）

成
果
指
標

目標値

実績値

目標値

平成２４年度

実績値

温水ボイラー分解
整備

文化設備防水シー
ト等修繕

非常用電源装置修
繕

②主な修繕箇所 目標値

12,912 13,016

平成２５年度

①主な修繕箇所 目標値

事
　
　
業
　
　
額

直接事業費

人　件　費

② 人　数（年間） 0.60

実績値

総事業費①＋④ 14,389

 ④ ＝②×③ 5,400

一般財源

5,400 5,400 5,400

指　　　　標　　　　名 単位 平成２２年度 平成２３年度

11,183

0.60 0.60 0.60

③ 1人当り年間平均人件費 9,000 9,000 9,000 9,000

8,989 5,783 7,512 7,616

 ① 合　計 8,989 5,783 7,512 7,616

0

その他特財 0 0 0 0

地方債 0 0 0

0

道支出金 0 0 0 0

国支出金 0 0 0

決算額、当初予算額又は推進計画額 8,989 5,783 7,512 7,616

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
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